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今朝のことでした。 

ある子が、 

「先生、カバチャレ終わった！」 

と私の所にやってきました。 

 カバチャレとは、先日 Venture fourth でお伝えした「自主学習」のプリ

ントのことです。 

表紙がカバの絵であるため、「カバチャレンジプリント」を略してカバチャ

レというわけです。 

全部で 30 ページちょっとあるプリント集を、家で自主的に進めてみたと

のことでした。 

「そのやる気がまずは素晴らしいね」と朝一番から力強く褒めました。 

そして、ふと気になったので「どんな時間にやったの？」とも聞きました。 

すると、「日曜日にゲームをしてて、それが終わってやることないなぁと思

ったときに『そうだカバチャレやろう』って思ってやりました」との答えが

返ってきてまた驚きました。 

「宿題ないの？」とお家の人から聞かれたわけでもなく、何か時間帯や目

標を決めてやったわけでもないとのこと。 

「ふと思いついてやった」というのが、私にとっては驚きでした。 

YouTube を見たとか、漫画を読むとか、音楽を聴くとか、そのぐらいふ

とした感じで始めているのです。 

意識的に「何かを頑張ろう」とするのはかなりのエネルギーを使いますが、

ふとした感じで取り組めたり、習慣のようにすらなっている場合は、それほ
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ど大きなエネルギーは必要ありません。 

ですから、その子がなぜ「ふとした感じで取り組めるようになったのか」

には、非常に興味が湧きました。 

しかも、中身はともすれば敬遠しがちな「計算プリント」です。 

この辺りは、ぜひ詳しくまた聞いてみようと思います。 

さらに、その子からは驚きの報告が続きます。 

カバチャレプリントを返そうとした時に、私はおもむろに「名前」を確認

してみました。 

提出物に記名がされているかを確認するのは、もはや教職の習性です。 

幸い、名前は忘れずに書かれていました。 

しかも、以前とは見違えるくらい、丁寧で濃くて大きい字が書かれていた

ので、こちらも力強く褒めたところ、 

「昨日の日曜日ね、お母さんからも『あんた、字きれいになってきたね』

って言われたよ」 

との返事が返ってきたのです。 

子どもたちの変化に気づき、成長を促していくのは周りの大切な大人の役

目ですが、それが学校と家庭でこんな風に自然と連携が取れていた事実にま

た驚いたわけです。 

そして、自主的に行っているプリントに忘れず記名をしただけでなく、見

違えるほどの字を自然と書いているその姿にも、また大きな感動を覚えるの

でした。 

丁寧に記名をしたことも、自主学習にふと取り組んだことも、取り立てる

ほどの大変化ではないのかもしれません。 

けれども、こうした部分の成長を認め、励ましていくことは、これまた周

りの人の大切な役目なのではないかと思っています。 

 

人は、なかなか自分の成長や変化には気付けないといいます。 

成長や変化はゆったりとしたスピードで進むため、ともすれば何も変わっ

ていないようにも感じがちだからです。 

だからこそ、客観的な視点から、自分自身の姿を定点観測してもらうこと

が重要だと思っています。 

以前読んだ本の中に、「子どもへかける大切な言葉」という内容が載って

いました。 

その中で、「最も大切な言葉」として紹介されていたものがあります。 
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簡単でシンプルな言葉ですが、私は読んで妙に納得させられました。 

それが、「成長したね」という一言です。 

「すごいね」「できたね」という、その瞬間瞬間を点で切り取った褒め言

葉にも意味はあります。 

しかし、一番大切なのは、その子の変化や成長を認めてあげる「成長した

ね」という一言なのだそうです。 

これは、以前からの変化やストーリーを丸ごと讃えているので「線の褒め

言葉」とも言えるでしょう。 

ですから、教室では誰かをほめる時「成長したね」という言葉を積極的に

使うようにしています。 

先のカバチャレを提出した子にも、同じように私は声を掛けました。 

すると、時を同じくしてメールボックスに他の学年の方からのお便りが届

いていました。 

別件でのご連絡に加える形でのメッセージでしたが、これも本当に嬉しい

線の褒め言葉だったので、抜粋して紹介させていただきます。 

 

別件ですが、これも今日、お伝えしそびれてしまったので、メールでお伝

えさせてください。 

 

先日の学習発表会の写真をソランブログで見たのですが、4 年生の子達が

とても生き生きしており、本当にいい表情をしていて、驚きました。 

写真を見ただけなのにきっといい発表会だったのだろうということがしっ

かり伝わってきました。 

子どもたちは正直です。 

あの楽しそうな様子が全てを物語っていますね！ 

たった半年で、子どもたちはこんなにも変わるんですね。 

  

成長したね、という線の褒め言葉を、これからも学校で大切に伝え続けてい

きたいと思います。 

 

☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit
https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimWdu-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit

